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(1) ベントヘッダの基本板厚計算書 
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ま
え
が
き
 

 

本
計
算
書
は
，
Ⅵ
-3
-1
-5
「
重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
２
機
器
及
び
重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
２
支
持
構
造
物
の
強
度
計
算
の
基
本
方
針
」
及
び
Ⅵ
-
3-
2-
7「

重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
２
容

器
の
強
度
計
算
方
法
」
に
基
づ
い
て
計
算
を
行
う
。
 

評
価
条
件
整
理
結
果
を
以
下
に
示
す
。
な
お
，
評
価
条
件
の
整
理
に
当
た
っ
て
使
用
す
る
記
号
及
び
略
語
に
つ
い
て
は
，
Ⅵ
-3
-2

-
1「

強
度
計
算
方
法
の
概
要
」
に
定
義
し
た

も
の
を
使
用
す
る
。
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1 

1. 計算条件 

1.1 計算部位 

   概要図に強度計算箇所を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図中の番号は次頁以降の計算項目番号を示す。 

 

図 1－1 概要図 

 

1.2 設計条件 

最高使用圧力（MPa） 0.853 

最高使用温度（℃） 200 
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2 

2. 強度計算

2.1 容器の胴の厚さの計算 

設計・建設規格 PVC-3120 

胴板名称 (1) ベントヘッダ（円筒胴）

材料 SGV480相当(SGV49) 

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.853 

最高使用温度 (℃) 200 

胴の内径 Ｄｉ (mm) 

許容引張応力 Ｓ (MPa) 120 

継手効率 η 1.00 

継手の種類 突合せ両側溶接 

放射線検査の有無 有り 

必要厚さ ｔ１ (mm) 3.00 

必要厚さ ｔ２ (mm) 

ｔ１，ｔ２の大きい値  ｔ (mm) 

呼び厚さ ｔｓｏ (mm) 

最小厚さ ｔｓ (mm) 

評価：ｔｓ≧ｔ，よって十分である。 

図 2－1 ベントヘッダの形状及び寸法 
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3 

2.2 容器の補強を要しない穴の最大径の計算 

設計・建設規格 PVC-3150(2) 

胴板名称 (1) ベントヘッダ（円筒胴）

材料 SGV480相当(SGV49) 

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.853 

最高使用温度 (℃) 200 

胴の外径 Ｄ (mm) 

許容引張応力 Ｓ (MPa) 120 

胴板の最小厚さ ｔｓ (mm) 

継手効率 η 1.00 

継手の種類 継手無し 

放射線検査の有無 ― 

ｄｒ１＝（Ｄ－２・ｔｓ）／4 (mm) 

61，ｄｒ１の小さい値 (mm) 61.00 

Ｋ 

Ｄ・ｔｓ (mm2) 

200，ｄｒ２の小さい値 (mm) 166.34 

補強を要しない穴の最大径 (mm) 166.34 

評価：補強の計算を要する穴の名称 ダウンカマ接続部（短径断面）（2.3(1)） 

ダウンカマ接続部（長径断面）（2.3(2)） 
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4 

2.3 容器の穴の補強計算 

設計・建設規格 PVC-3160 

参照附図 ＷＥＬＤ－１ 

部材名称 (1) ダウンカマ接続部（短径断面）

胴板材料 SGV480相当(SGV49) 

管台材料 SGV480相当(SGV49) 

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.853 

最高使用温度 (℃) 200 

胴板の許容引張応力 Ｓｓ (MPa) 120 

管台の許容引張応力 Ｓｎ (MPa) 120 

穴の径 ｄ (mm) 

胴板の最小厚さ ｔｓ (mm) 

管台の最小厚さ ｔｎ (mm) 

胴板の継手効率 η 1.00 

係数 Ｆ 1.00 

胴の内径 Ｄｉ (mm) 

胴板の計算上必要な厚さ  ｔｓｒ (mm) 

管台の計算上必要な厚さ  ｔｎｒ (mm) 

穴の補強に必要な面積 Ａｒ (mm2) 2.475×103 

補強の有効範囲 Ｘ１ (mm) 

補強の有効範囲 Ｘ２ (mm) 

補強の有効範囲 Ｘ (mm) 

補強の有効範囲 Ｙ１ (mm) 

管台の外径 Ｄｏｎ (mm) 

胴板の有効補強面積 Ａ１ (mm2) 4.800×103 

管台の有効補強面積 Ａ２ (mm2) 136.0 

補強に有効な総面積  Ａ０ (mm2) 4.936×103 

評価：Ａ０＞Ａｒ，よって十分である。 
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部材名称 (1) ダウンカマ接続部（短径断面）

大きい穴の補強 

補強を要する穴の限界径 ｄｊ (mm) 

評価：ｄ＞ｄｊ，よって大きい穴の補強計算は必要である。 

補強の有効範囲  Ｘｊ１ (mm) 

補強の有効範囲  Ｘｊ２ (mm) 

補強の有効範囲  Ｘｊ (mm) 

穴の補強に必要な面積  Ａｊｒ (mm2) 1.650×103 

胴板の有効補強面積  Ａｊ１ (mm2) 2.400×103 

管台の有効補強面積  Ａｊ２ (mm2) 136.0 

補強に有効な補強総面積   Ａｊ０ (mm2) 2.536×103 

評価：Ａｊ０≧Ａｊｒ，よって十分である。 

溶接部にかかる荷重 Ｗ１ (N) 1.632×104 

溶接部にかかる荷重 Ｗ２ (N) -2.790×105

溶接部の負うべき荷重 Ｗ (N) -2.790×105

評価：Ｗ＜0，よって溶接部の強度計算は必要ない。 

以上より十分である。 

図 2－2 ベントヘッダ開口部の形状及び寸法（短径の開口断面） 
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容器の穴の補強計算 

設計・建設規格 PVC-3160 

参照附図 ＷＥＬＤ－１ 

部材名称 (2) ダウンカマ接続部（長径断面）

胴板材料 SGV480相当(SGV49) 

管台材料 SGV480相当(SGV49) 

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.853 

最高使用温度 (℃) 200 

胴板の許容引張応力 Ｓｓ (MPa) 120 

管台の許容引張応力 Ｓｎ (MPa) 120 

穴の径 ｄ (mm) 
＊1

胴板の最小厚さ ｔｓ (mm) 

管台の最小厚さ ｔｎ (mm) 

胴板の継手効率 η 1.00 

係数 Ｆ 0.50 

胴の内径 Ｄｉ (mm) 

胴板の計算上必要な厚さ  ｔｓｒ (mm) 

管台の計算上必要な厚さ  ｔｎｒ (mm) 

穴の補強に必要な面積 Ａｒ (mm2) 1.305×103 

補強の有効範囲 Ｘ１ (mm) 

補強の有効範囲 Ｘ２ (mm) 
＊2

補強の有効範囲 Ｘ (mm) 

補強の有効範囲 Ｙ１ (mm) 

管台の外径 Ｄｏｎ (mm) 
＊1

胴板の有効補強面積 Ａ１ (mm2) 4.646×103 

管台の有効補強面積 Ａ２ (mm2) 136.0 

補強に有効な総面積   Ａ０ (mm2) 4.782×103 

評価：Ａ０＞Ａｒ，よって十分である。 

注記＊1：

＊2：
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部材名称 (2) ダウンカマ接続部（長径断面）

Ｘ１＝Ｘ２でない場合の確認 

穴の補強に必要な面積  ＡｒＤ (mm2) 652.5 

胴板の有効補強面積  Ａ１Ｄ (mm2) 1.464×103 

管台の有効補強面積  Ａ２Ｄ (mm2) 68.0 

補強に有効な総面積  Ａ０Ｄ (mm2) 1.532×103 

評価：Ａ０Ｄ≧ＡｒＤ，よって十分である。 

大きい穴の補強 

補強を要する穴の限界径 ｄｊ (mm) 

評価：ｄ＞ｄｊ，よって大きい穴の補強計算は必要である。 

補強の有効範囲  Ｘｊ１ (mm) 

補強の有効範囲  Ｘｊ２ (mm) 
＊

補強の有効範囲  Ｘｊ (mm) 

穴の補強に必要な面積  Ａｊｒ (mm2) 870.0 

胴板の有効補強面積  Ａｊ１ (mm2) 3.055×103 

管台の有効補強面積  Ａｊ２ (mm2) 262.4 

補強に有効な補強総面積   Ａｊ０ (mm2) 3.317×103 

評価：Ａｊ０≧Ａｊｒ，よって十分である。 

溶接部にかかる荷重 Ｗ１ (N) 1.632×104 

溶接部にかかる荷重 Ｗ２ (N) -2.444×105

溶接部の負うべき荷重 Ｗ (N) -2.444×105

評価：Ｗ＜0，よって溶接部の強度計算は必要ない。 

以上より十分である。 

注記＊：
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図 2－3 ベントヘッダ開口部の形状及び寸法（長径の開口断面） 
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(2) ダウンカマの基本板厚計算書
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まえがき 

本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度

計算の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づいて計算を行

う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語に

ついては，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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・適用規格の選定

ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格 

1 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 
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